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ケーブル管理

ケーブル管理キットは、黒の管理用ストラップを使用して、ケーブルを順序正しく整
理して管理できるように設計されています。また、このキットには、コンポーネント
を取り外す際にケーブルを固定するために取り付ける、緑の保守用ストラップも含ま
れています。このキットを使用すると、1 人の技術者だけでコンポーネントの保守を
行うことができます。

ケーブルストラップ
このキットには、システムケーブルの管理に使用する、6 種類のケーブルストラップ
が入っています。

注 – フル構成のシステムの場合、ケーブルストラップの取り付けにかかる平均時間
は、約 1 時間以内です。

1 つのキットで、Sun Fire™ システムの正面の管理に必要なケーブルストラップと予
備のストラップが提供されます。

システムの正面および背面のケーブルを管理する場合は、キットが 2 つ必要です。シ
ステムの正面のみを管理する場合は、背面ドア用のストラップは廃棄できます。
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必要な工具類
� ペンチ
� ねじ回し (システムの出荷キットに含まれているもの、または同等のもの)

各システムボードセットのケーブルは、以降の手順に示すとおり、それぞれ 1 つに束
ねておく必要があります。これによって、隣接するボードセットのケーブルに損傷を
与えることなく、1 つの I/O ボードセットでの作業および取り外しを容易に行うこと
ができます。

図 1 に、フル構成の Sun Fire システムの標準的なケーブル管理計画 (正面図) を示し
ます。

表 1 ケーブルストラップの説明 

ストラップ ストラップの
ID 番号

説明 各キットに含まれる
数

黒の管理
ストラップ

5

4

3

25.4 cm (10.0 インチ) の黒のケーブルストラップ

15.2 cm (6.0 インチ) の黒の小型ケーブルストラップ

15.2 cm (6.0 インチ) の黒のタイラップ付きケーブルハ
ンガーストラップ

14 個 (予備 2 個)

9 個 (予備 2 個)

10 個 (予備 2 個)

緑の保守
ストラップ

1

6

2

30.5 cm (12.0 インチ) の緑のタイラップ付きケーブル
ハンガーストラップ (エアプリナムの保守ストラップ)

45.7 cm (18.0 インチ) の緑のケーブルストラップ 
(正面ドアの保守ストラップ)

129.5 cm (51.0 インチ) の緑のバックルストラップ 
(背面ドアの保守ストラップ)

2 個 (予備 2 個)

4 個 (予備 2 個)

2 個
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図 1 フル構成のケーブル管理

注 – ケーブル管理キットに含まれている 2 個の 129.5 cm (51.0 インチ) の緑のバック
ルストラップ (No. 2) は、コンポーネントを保守する際にケーブルを支えるために、
背面ドアの上部クロスバーに掛けておきます。

30.5 cm (12.0 インチ ) の緑のタイラップ付き

スロット : 
SB8 7 6 5 4 3 2 1 0 SC0 正面

SB17 16 15 14 13 12 11 10 9 SC1 背面

I/O ボード

エア

電源装置

エア

1

1
ケーブルハンガーストラップ (2 個ずつ )

129.5 cm (51.0 インチ ) の緑のバックルスト2
ラップ ( 背面ドアに 2 個 )
15.2 cm (6.0 インチ ) の黒のタイラップ付き3
ケーブルハンガーストラップ (10 個ずつ )

15.2 cm (6.0 インチ ) の黒の小型ケーブル4
ストラップ (9 個ずつ )

25.4 cm (10.0 インチ ) の黒のケーブルスト5
ラップ (14 個ずつ )
45.7 cm (18.0 インチ ) の緑のケーブルスト6
ラップ ( 正面の各ドアに 2 個ずつ )

6

5 34 2

正面図 背面図

プリナム

フィルタ
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黒の管理ストラップの取り付け

次の手順は、Sun Fire システムの正面および背面に対して実行します (必要である場
合)。

1. 各 I/O ケーブルセットに対して、I/O 
ボードの下部で、I/O ケーブルセット
のいずれかのケーブルに、25.4 cm 
(10.0 インチ) の黒のケーブルスト
ラップ (No. 5) をストラップの差し込
み口に差し込んで取り付けます
(図 2)。

2. 続けて、I/O ボードセットの残りの
ケーブルを同じ黒のケーブルスト
ラップで束ねます (No. 5)。
フル構成のシステムの場合、システ
ムには 9 組のケーブルが縦方向に掛
かっている状態になります。システ
ムコントロール (SC) ケーブルは、束
ねずに垂れ下がっている状態です。

図 2 上部の I/O ケーブルの束

3. 構成の要件に応じて、サンのラベル
とタイラップが付いた 15.2 cm (6.0 
インチ) の黒のケーブルハンガースト
ラップ (No. 3) を、エアプリナムの穴
の部分にタイラップでしっかりと結
びます (図 3)。
このストラップは、I/O ボードケー
ブルセットの束および SC ケーブル
に対して垂直に掛けます。

図 3 エアプリナムのケーブルハンガース
トラップ
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4. ペンチまたは同等の工具を使用して
エアプリナムに付けたタイラップの
端を切断し、固定された黒のケーブ
ルハンガーストラップ (No. 3) に、各 
I/O ボードセットケーブルの束と SC 
ケーブルを垂直に固定します
(図 4)。
フル構成のシステムの場合、システ
ムの正面または背面に 10 組の I/O 
ケーブルまたは SC ケーブルが縦方
向に掛かっている状態になります。

図 4 ケーブルを固定するケーブルハン
ガーストラップ

5. 電源装置の上部で、各 I/O ケーブル
セットのいずれかのケーブルに、
15.2 cm (6.0 インチ) の黒の小型ケー
ブルストラップ (No. 4) をストラップ
の差し込み口に差し込んで固定しま
す (図 5)。

6. 続けて、I/O ボードセットの残りの
ケーブルを同じ黒の小型ケーブルス
トラップで束ねます (No. 4)。

図 5 電源装置の下部の I/O ケーブルの束

7. 残りの I/O ボードセットケーブルに
対して 手順 5 および手順 6 を実行し
ます。SC ケーブルは、システムの正
面にあるスロット SB0 またはシステ
ムの背面にあるスロット SB9 のケー
ブルと一緒に束ねます (図 6)。
フル構成のシステムの場合、システ
ムの正面または背面に 9 組のケーブ
ルが縦方向に掛かっている状態にな
ります。

図 6 SC0 およびスロット SB0 のケーブル 
(正面)
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8. システムの底部で、隣接する 2 組の
束をまとめて、その束のいずれかの
ケーブルに、25.4 cm (10.0 インチ) 
の黒のケーブルストラップ (No. 5) を
ストラップの差し込み口に差し込ん
で固定します (図 7)。

9. 続けて、2 つをまとめた I/O ボード
セットの残りのケーブルを同じ黒の
ケーブルストラップ (No. 5) で束ねま
す。

フル構成のシステムの場合は、次の
ような 5 つの組み合わせで束ねるこ
とをお勧めします。

図 7 SC0 およびスロット SB0 のケーブル 
(正面)

� 正面では I/O 7 と I/O 8 のケーブル、背面では I/O 16 と I/O 17 のケーブル
� 正面では I/O 5 と I/O 6 のケーブル、背面では I/O 14 と I/O 15 のケーブル
� 正面では I/O 4 のケーブル、背面では I/O 13 のケーブル
� 正面では I/O 2 と I/O 3 のケーブル、背面では I/O 11 と I/O 12 のケーブル
� 正面では I/O 0、I/O 1、SC0 のケーブル、背面では I/O 9、I/O 10、SC1 のケーブル

緑の保守ストラップの取り付け

緑の保守ストラップは、エアプリナムパネル吸気スクリーンのハニカムフィルタ、下
部ファントレー、電源装置、および底部エアフィルタの日常的な保守を行うために取
り付けます。コンポーネントの保守作業でのケーブルの取り扱い方法については、
「コンポーネントの保守」を参照してください。

次の手順は、システムの背面ドアに使用する 129.5 cm (51.0 インチ) の緑のバックル
ストラップ (No. 2) を除いて、システムの正面および背面に適用されます。

ドアの保守ストラップ

正面および背面ドアには設計上の違いがあるため、日常的な保守を行うときにケーブ
ルの束を固定するために取り付ける緑の保守ストラップは 2 種類あります。背面ドア
のケーブルの固定を容易にするために、ケーブル管理キットには 129.5 cm (51.0 イン
チ) の緑のバックルストラップ (No. 2) が含まれています。
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正面ドアの場合、次の手順を実行します。

1. ヒンジ側で、プラスのねじ回しを使
用して、右側のドアの下から 10 番目
の M4×10 ねじと左側のドアの下か
ら 11 番目の M4×10 ねじを外しま
す。

注 – 保守ストラップを取り付ける
ときは、内側のドアの素材がはが
れないように、M4×10 ねじを 3.0 
回転以上回さないでください。ス
トラップは、緩く取り付けてくだ
さい。

2. 45.7 cm (18.0 インチ) の緑のケーブ
ルストラップ (No. 6) を取り付けて、
M4×10 ねじで固定します (図 8)。

このストラップは、どちら側のグロ
メットを使用して取り付けてもかま
いません。

図 8 正面ドアの保守ストラップ

3. 同じドアで、プラスのねじ回しを使用して、下から 2 番目の M4×10 ねじを外しま
す。

4. 45.7 cm (18.0 インチ) の緑のケーブルストラップ (No. 6) を取り付けて、M4×10 ね
じで固定します。
ケーブル管理 7



背面ドアの場合、次の手順を実行します。

背面ドアの緑のバックルストラップ (No. 2) の長さは 129.5 cm (51.0 インチ) です。ド
アの上部クロスバーに使用するバックルの端の長さは約 43.2 cm (17.0 インチ) で、
ケーブルの固定に使用するもう一方のバックルの端の長さは約 30.5 cm (12.0 インチ) 
です。

1. 129.5 cm (51.0 インチ) 
の緑のバックルストラッ
プ (No. 2) の 43.2 cm 
(17.0 インチ) の方の端
を、ドアのヒンジ側の上
部クロスバーに掛けます
(図 9)。

2. ストラップ (No. 2) の 
43.2 cm (17.0 インチ) の
方の端を、バックルを手
前に向けてクロスバーの
下から上に通し、その端
をバックルに通します。

3. ストラップのフック側 (プ
ラスチック製のフック) を
ストラップのループ側 (毛
羽だった素材) に緩く固定
します。

保守作業中に、ケーブル
に適度な張りを持たせて
固定できるように、スト
ラップはドアのヒンジの
近くまで寄せておいてく
ださい。

図 9 背面ドアの保守ストラップ

4. 保守を行うとき以外は、各ドアのストラップの下の部分を上部クロスバーの上に持ち
上げて、エアプリナムからストラップを離しておきます。

注 – 保守作業中はストラップの下の部分でケーブルを固定しますが、このとき、ク
ロスバーに取り付けられているストラップの上の部分を締め直してケーブルを持ち上
げると、コンポーネントを取り外している場所から離すことができます。
8 ケーブル管理マニュアル • 2004 年 4 月



エアプリナムの保守ストラップ

システムの正面では、次の手順を実行します。

1. エアプリナムの中央で、1 本
の 30.5 cm (12.0 インチ) の
緑のタイラップ付きケーブ
ルハンガーストラップ 
(No. 1) を、スロット SB4 と 
SB5 の間にしっかりと結び
付け、タイラップの端を切
断します。

2. エアプリナムの中央で、1 本
の 30.5 cm (12.0 インチ) の
緑のタイラップ付きケーブ
ルハンガーストラップ 
(No. 1) を、スロット SB2 と 
SB3 の間にしっかりと結び
付け、タイラップの端を切
断します (図 10)。

図 10 エアプリナムの保守ストラップ

システムの背面では、次の手順を実行します。

1. エアプリナムの中央で、1 本の 30.5 cm (12.0 インチ) の緑のタイラップ付きケーブ
ルハンガーストラップ (No. 1) を、スロット SB13 と SB14 の間にしっかりと結び付
け、タイラップの端を切断します。

2. エアプリナムの中央で、1 本の 30.5 cm (12.0 インチ) の緑のタイラップ付きケーブ
ルハンガーストラップ (No. 1) を、スロット SB11 と SB12 の間にしっかりと結び付
け、タイラップの端を切断します。
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コンポーネントの保守
束ねたケーブルは、取り外し可能なコンポーネントの保守を行うときにケーブルを持
ち上げることができるように、フロアタイルの下で十分なゆとりを持たせて、できる
かぎり垂直に掛けてください。フロアタイルの切り込みの端が鋭くなっていないこと
を確認してください。端が鋭くなっているとケーブルが損傷する可能性があるため、
システムでのコンポーネントの出し入れは慎重に行ってください。

I/O ボードセット

I/O ボードの保守を行う場合は、すべてのケーブル管理ストラップを所定の位置に取
り付けたままにしておきます。接続されていないケーブルセットは、エアプリナムに
取り付けた黒のケーブルハンガーストラップ (No. 3) から垂れ下がった状態になりま
す。I/O コンポーネントの取り外しおよび取り付け手順については、システムのサー
ビスマニュアルを参照してください。

エアプリナムパネルの吸気スクリーン

正面左側では、次の手順を実行します。

1. 左側の 5 つのケーブルの束を、エア
プリナムの黒のケーブルハンガース
トラップ (No. 3) から外します。

2. フロアタイルの下でたるませたケー
ブルを引き上げて、5 つのケーブル
の束をシステムの左側に持ち上げま
す。

3. この束を、すぐ近くのドアにある上
部の緑のケーブルストラップ (No. 6) 
に固定します (図 11)。

図 11 エアプリナムの取り外し (正面)
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4. システムの正面にある上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) にかかる負担を減らす
ために、ケーブルをさらに引き上げて、ドアの下部の緑のケーブルストラップ 
(No. 6) に固定します。

ケーブルをしっかりと固定して、エアプリナムパネルを取り扱う際に必要なスペース
を十分に確保します。

正面右側では、次の手順を実行します。

1. 右側の 4 つのケーブルの束および SC ケーブルの束を、エアプリナムの黒のケーブ
ルハンガーストラップ (No. 3) から外します。

2. フロアタイルの下でたるませたケーブルを引き上げて、4 つの束をシステムの右側に
持ち上げます。

3. この束を、すぐ近くのドアにある上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) に固定しま
す (図 11)。

4. システムの正面にある上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) にかかる負担を減らす
ために、ケーブルをさらに引き上げて、ドアの下部の緑のケーブルストラップ 
(No. 6) に固定します。

ケーブルをしっかりと固定して、エアプリナムパネルを取り扱う際に必要なスペース
を十分に確保します。

注 – エアプリナムパネル吸気スクリーンのフィルタの交換手順については、システ
ムのサービスマニュアルを参照してください。

5. システムの正面での保守作業が完了したら、4 つの緑のケーブルストラップ (No. 6) 
を外し、すべての I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒
のケーブルハンガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。

背面左側では、次の手順を実行します。

1. 左側の 5 つのケーブルの束を、エアプリナムの黒のケーブルハンガーストラップ 
(No. 3) から外します。

2. フロアタイルの下でたるませたケーブルを引き上げて、5 つのケーブルの束をシステ
ムの左側に持ち上げます。

3. すぐ近くのドアにある緑のバックルストラップ (No. 2) の下側の端を使用して、左側
の 5 つのケーブルの束を固定します。

ケーブルの束の周りにストラップの端を巻き付けて、ストラップの端を下部のバック
ルに通し、ストラップを固定します。

4. クロスバーの緑のバックルストラップ (No. 2) の上部の端を締め直して調整し、ケー
ブルを上に持ち上げてコンポーネントから離します。
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背面右側では、次の手順を実行します。

1. 右側の 4 つのケーブルの束および SC ケーブルの束を、エアプリナムの黒のケーブ
ルハンガーストラップ (No. 3) から外します。

2. フロアタイルの下でたるませたケーブルを引き上げて、4 つの束をシステムの右側に
持ち上げます。

3. すぐ近くのドアにある緑のバックルストラップ (No. 2) の下側の端を使用して、右側
の 4 つのケーブルの束を固定します。

ケーブルの束の周りにストラップの端を巻き付けて、ストラップの端を下部のバック
ルに通し、ストラップを固定します。

4. クロスバーの緑のバックルストラップ (No. 2) の上部の端を締め直して調整し、ケー
ブルを上に持ち上げてコンポーネントから離します。

注 – 緑のバックルストラップ (No. 2) の下の部分は、フル構成ではないシステムの場
合に 小数のケーブルにも対応できるように設計されています。ストラップの上の部
分は、ケーブルを 大限に持ち上げられるようにしっかりと締めてください。

5. システムの背面での保守作業が完了したら、緑のバックルストラップ (No. 2) の下の
バックルを外して、上部クロスバーのストラップの端を元に戻します。すべての I/O 
ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒のケーブルハンガース
トラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。
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下部ファントレーおよび左右の電源装置

使用しているシステム構成の保守を行うには、必要に応じて、エアプリナムの黒の
ケーブルハンガーストラップ (No. 3) の束を外します。

左側では、次の手順を実行します。

1. 左側のファントレーまたは電源装置
の場合は、フロアタイルの下でたる
ませたケーブルを引き上げて、端か
ら 4 つのケーブルの束をシステムの
左側に持ち上げます。

2. この束を、すぐ近くのドアにある上
部の緑のケーブルストラップ (No. 6) 
に固定します。

3. 上部の緑のケーブルストラップ 
(No. 6) にかかる負担を減らすため
に、ケーブルをさらに引き上げて、
ドアの下部の緑のケーブルストラッ
プ (No. 6) に固定します (図 12)。

ケーブルをしっかりと固定して、コ
ンポーネントを取り扱う際に必要な
スペースを十分に確保します。

4. システムの背面の場合にのみ、保守
ストラップ (No. 2) の下部のバックル
を使用して束を固定し、クロスバー
のストラップを再度調節して、ケー
ブルを締め直して持ち上げ、コン
ポーネントから離します。

図 12 ファントレーおよび電源装置の保守 
(正面左側)

5. システムの正面または背面で、次の束を持ち上げて、エアプリナムの右側の緑のケー
ブルハンガーストラップ (No. 1) に取り付けます。

6. システムの正面での保守作業が完了したら、緑のケーブルストラップおよび緑のケー
ブルハンガーストラップ (No. 6 および No. 1) を外し、すべての I/O ボードセット
ケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒のケーブルハンガーストラップ 
(No. 3) で各ケーブルセットを固定します。
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7. システムの背面での保守作業が完了したら、緑のバックルストラップ (No. 2) の下の
バックルを外して、上部クロスバーのストラップの端と緑のケーブルハンガースト
ラップ (No. 1) を元に戻します。すべての I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻
して、エアプリナムの黒のケーブルハンガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセット
を固定します。

右側では、次の手順を実行します。

1. 右側のファントレーまたは電源装置の場合は、フロアタイルの下でたるませたケーブ
ルを引き上げて、SC の束とその隣の 2 つのケーブルの束をシステムの右側に持ち上
げます。

2. この束を、すぐ近くのドアにある上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) に固定しま
す。

3. 上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) にかかる負担を減らすために、ケーブルをさ
らに引き上げて、ドアの下部の緑のケーブルストラップ (No. 6) に固定します。

ケーブルをしっかりと固定して、コンポーネントを取り扱う際に必要なスペースを十
分に確保します。

4. システムの背面の場合にのみ、すぐ近くのドアの保守ストラップ (No. 2) の下部の
バックルを使用して束を固定し、クロスバーのストラップを再度調節して、ケーブル
を締め直して持ち上げ、コンポーネントから離します。

5. システムの正面または背面で、次の 2 つの束を持ち上げて、エアプリナムの左側の
緑のケーブルハンガーストラップ (No. 1) に取り付けます。

注 – ファントレーおよび電源装置の交換手順については、システムのサービスマ
ニュアルを参照してください。

6. システムの正面での保守作業が完了したら、緑のケーブルストラップおよび緑のケー
ブルハンガーストラップ (No. 6 および No. 1) を外し、すべての I/O ボードセット
ケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒のケーブルハンガーストラップ 
(No. 3) で各ケーブルセットを固定します。

7. システムの背面での保守作業が完了したら、緑のバックルストラップ (No. 2) の下の
バックルを外して、上部クロスバーのストラップの端と緑のケーブルハンガースト
ラップ (No. 1) を元に戻します。すべての I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻
して、エアプリナムの黒のケーブルハンガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセット
を固定します。
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中央の電源装置

1. フロアタイルの下でたるませたケー
ブルを引き上げて、左側の 5 つの
ケーブルセットをシステムの左側
に、右側の 4 つのケーブルセットお
よび SC ケーブルをシステムの右側
に持ち上げます。

2. この束を、すぐ近くのドアにある下
部の緑のケーブルストラップ (No. 6) 
に固定します (図 13)。

図 13 中央の電源装置の取り外し (正面)

3. システムの背面の場合にのみ、保守ストラップ (No. 2) の下部のバックルを使用して
束を固定し、クロスバーのストラップを再度調節して、ケーブルを締め直して持ち上
げ、コンポーネントから離します。

注 – 電源装置の交換手順については、システムのサービスマニュアルを参照してく
ださい。

4. システムの正面での保守作業が完了したら、緑のケーブルストラップ (No. 6) を外
し、すべての I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒の
ケーブルハンガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。

5. システムの背面での保守作業が完了したら、緑のバックルストラップ (No. 2) の下の
バックルを外して、上部クロスバーの各ストラップの端を元に戻します。すべての 
I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒のケーブルハン
ガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。
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エアフィルタ

左側では、次の手順を実行します。

1. 左側のエアフィルタの場合は、フロ
アタイルの下でたるませたケーブル
を引き上げて、5 つのケーブルの束
をシステムの左側に持ち上げます。

2. この束を、すぐ近くのドアにある上
部の緑のケーブルストラップ (No. 6) 
に固定します。

ケーブルをしっかりと固定して、エ
アフィルタを取り扱う際に必要なス
ペースを十分に確保します (図 14)。

図 14 エアフィルタの取り外し (左側)

3. 上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) にかかる負担を減らすために、ケーブルをさ
らに引き上げて、すぐ近くのドアにある下部の緑のケーブルストラップ (No. 6) に固
定します。

ケーブルをしっかりと固定して、コンポーネントを取り扱う際に必要なスペースを十
分に確保します。

4. システムの背面の場合にのみ、すぐ近くのドアの保守ストラップ (No. 2) の下部の
バックルを使用して束を固定し、クロスバーのストラップを再度調節して、ケーブル
を締め直して持ち上げ、コンポーネントから離します。

5. システムの正面での保守作業が完了したら、緑のケーブルストラップ (No. 6) を外
し、すべての I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒の
ケーブルハンガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。

6. システムの背面での保守作業が完了したら、緑のバックルストラップ (No. 2) の下の
バックルを外して、上部クロスバーのストラップの端を元に戻します。すべての I/O 
ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒のケーブルハンガース
トラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。
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右側では、次の手順を実行します。

1. 右側のエアフィルタの場合は、フロアタイルの下でたるませたケーブルを引き上げ
て、4 つのケーブルの束および SC ケーブルをシステムの右側に持ち上げます。

2. この束を、すぐ近くのドアにある上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) に固定しま
す。

ケーブルをしっかりと固定して、エアフィルタを取り扱う際に必要なスペースを十分
に確保します。

3. 上部の緑のケーブルストラップ (No. 6) にかかる負担を減らすために、ケーブルをさ
らに引き上げて、すぐ近くのドアにある下部の緑のケーブルストラップ (No. 6) に固
定します。

ケーブルをしっかりと固定して、コンポーネントを取り扱う際に必要なスペースを十
分に確保します。

4. システムの背面の場合にのみ、すぐ近くのドアの保守ストラップ (No. 2) の下部の
バックルを使用して束を固定し、クロスバーのストラップを再度調節して、ケーブル
を締め直して持ち上げ、コンポーネントから離します。

5. 中央のエアフィルタの場合は、「中央の電源装置」の節の手順を実行します。

注 – エアフィルタの交換手順については、システムのサービスマニュアルを参照し
てください。

6. システムの正面での保守作業が完了したら、緑のケーブルストラップ (No. 6) を外
し、すべての I/O ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒の
ケーブルハンガーストラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。

7. システムの背面での保守作業が完了したら、緑のバックルストラップ (No. 2) の下の
バックルを外して、上部クロスバーのストラップの端を元に戻します。すべての I/O 
ボードセットケーブルを元の場所に戻して、エアプリナムの黒のケーブルハンガース
トラップ (No. 3) で各ケーブルセットを固定します。
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